
　

概　要：

設計の総点検設計の総点検

構造物の形状・形式の変更、新技術の活用、周辺の事業との連携等、あらゆる
観点からの設計の見直しによるコストの縮減

効　果：

至：熊本

至：大分至：宮崎

至：延岡市内

本線１号橋
C=994.7百万円

Ｉ・Ｊランプ橋
C=134.0百万円

本線２号橋
C=265.0百万円

Ｂランプ１号橋
C=188.2百万円Ｂランプ２号橋

C=73.0百万円

Ｂランプ３号橋
C=353.9百万円

Ｃランプ１号橋
C=151.1百万円

Ｃランプ２号橋
C=270.3百万円 Ａ
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橋梁構造部

※将来必要分

至：熊本

至：大分至：宮崎

至：延岡市内

本線１号橋
C=994.7百万円

Ｉ・Ｊランプ橋
C=134.0百万円

本線２号橋
C=265.0百万円

Ｂランプ２号橋
C=73.0百万円

Ｃランプ１号函渠
C=44.5百万円

Ｈランプ１号函渠
C=118.2百万円

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

ＦＧ

Ｈ

ＩＪ

Ｊ

Ｂランプ３号橋
C=151.8百万円

Ｊランプ函渠
C=72.6百万円

Ｃランプ２号橋
C=172.4百万円

変更箇所
函渠構造部

国土交通省　大臣官房技術調査課

「国土交通省 公共事業コスト構造改革プログラム」
【 施策名： (2)計画・設計から管理までの各段階における最適化【1】計画・設計の見直し 】

国土交通省においてストックされている全ての設計を対象として、予備設計か
ら詳細設計、発注、施工まで、様々な設計の段階に応じた点検項目により、設
計の見直しを図る。

ランプとの交差部を橋梁構造として設計 橋梁の縮小化及び函渠構造への変更によりコスト縮減

【交差部の道路構造の見直しの例】


